


































論文について、私が何気に“It’s up to you.”といったのですが、これが問題と






















MIDUS（Midlife in the United States）とMIDJA（Midlife in Japan）という日
米二つのデータベースを積極的に活用し、中高年期を対象として生きがい、まち
づくり、地域活性化モデルを作り上げることを目標としております。私自身が、
日米における人々の幸福感研究に携わっている関係から、ハワイ大学だけではな
く、ミシガン大学、ウィスコンシン大学、スタンフォード大学との連携も図って
いきます。さらに、まちづくりと社会関係資本という研究に携わっている関係か
150
ら、ハーバード大学とも連携を図りながら、日本の新たなるまちづくりや高齢化
社会問題を取り組む一助となれば幸いです。先日、社会関係資本と健康研究で、
ハーバード大学の教授に私の論文を引用していただきましたし、米国の国立国会
図書館内にある医学書に認めていただきました。
日米比較研究で、米国人は「個人的な達成」に幸せを感じる傾向がありますが、
日本人は「人間関係の協調」という結果が出ております。これまでの国際比較で、
日本人の幸せ感は他国に比べ低く出たのは、日本人が幸せをつかみどころがない
ものと考えているためかもしれないという研究結果も出ております。今回の複数
の調査で日米間の違いをはっきりさせれば、日本独自の幸せ感の尺度が見つかる
かもしれません。少子高齢化などの社会問題からくる日本を覆う閉塞感を考える
上でもこういった研究が役に立つのではないかと思っております。
